
PART� 未来を織る
高度成長期から現在　未来の自動織機



織機の進化
～現在の織布技術～

Evolution of Weaving Machine 
～Weaving technology today～

人力織機から動力織機を経て、

自動織機へと発展してきた織機。

時代は高度成長期に入り、

織機にも様々な進化が求められました。

その中でG型自動織機の基本思想は、

最新の織機に今もなお息づいています。

そして現在もＧ型シリーズの自動織機が生み出す

　「風合い」が求められる織物があります。

Weaving machine have evolved from hand loom 
to power loom and then to automatic loom. 

As the era entered a period of rapid 
economic growth, various evolutions 
were required of loom . 

Among them, 
the basic concept of the Toyoda Automatic Loom, Type G 
still lives on in the latest models even today.

There are textiles that required the “texture” 
produced by the G - Series automatic loom.



http://www.tcmit.org/360virtual/館内企画展アーカイブ バーチャル展示室360
これまでにトヨタ産業技術記念館で開催した企画展をご紹介するデジタルアーカイブです。
360 度 VR コンテンツで、臨場感溢れるバーチャル展示をお楽しみください。

当サイトに掲載の記事・写真の無断転載を禁じます。
Copyright(C) Toyota Commemorative Museum of Industry and Technology All rights reserved.

http://www.tcmit.org/360virtual/
http://www.tcmit.org/
http://www.tcmit.org/360virtual/

